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(論文審査の要旨)  
 
 学士(工学)，修士(工学)平尾章成君の学位請求論文は「多空間デザインモデルに基づく座り心地知識
体系の構築」と題し，8章から構成されている． 
 近年，輸送機械の性能向上や PC の普及などにより，ヒトは 1 日の大半を座位姿勢で過ごしている．その
ため，シートに関する快適性である座り心地が着目され，多くの研究により研究知識が蓄積されている．し
かし，これらの研究知識は，様々な要素により構成され，要素間の関係が複雑なため，設計者がシートを
設計する際に的確に知識を活用することが困難である．そのため，座り心地の研究知識を体系的に整理
し，実際の設計に適用可能な状態にすることが必要である．本研究では，設計行為を座り心地評価の心理
要素と生理状態や力学状態などの物理要素に分けて，包括的に取り扱うことのできる多空間デザインモデ
ルに基づき，座り心地の知識体系を構築することを目的としている． 
第 1 章では，座り心地研究の現状と課題に触れ，研究の目的，方法および論文構成について述べてい
る． 
第 2 章では，多空間デザインモデルの枠組みを用いて，504 編の研究論文から座り心地に関する知識
を構成する要素および要素間の関係を抽出し，心理要素と物理要素の関係を明示した座り心地知識体系
を構築している．その結果，長時間における座り心地評価に関与している知識として，力学的な人体メカニ
ズムに関する知識が不十分であることを指摘している． 
第 3 章では，多空間デザインモデルにおける状態空間の要素がヒトの状態，シートとヒトの界面の状態，
シートの状態にあることに着目し，これら 3 つの状態間の人体メカニズムを解明するための知識として，座
位姿勢における生体内負荷推定手法を開発している．これにより，座位姿勢において，筋張力や腹腔内
圧などの生体内の状態量を求めることができるようにしている． 
第 4 章では，第 3 章で開発した生体内状態量を用いて，自然にとった座位姿勢と強制的にとらせた座
位姿勢における身体負荷を比較し，座位姿勢の生体力学に基づく姿勢決定要因を解明している．これに
より，座り心地に関する生体内の力学状態を示す指標として，接触負荷や筋骨格負荷が有効であることを
示している． 
第 5 章では，第 4 章で抽出した生体力学に基づく姿勢決定要因を用いて，座り心地を向上するための
肉体疲労低減運転姿勢とそれを実現するシート属性を，自動車運転に必要な場の拘束条件下で求め，試
作シートを用いた実験により肉体疲労低減効果を検証している．これにより，長時間着座時の座り心地向
上のための身体支持に関する設計知識を構築している． 
第 6 章では，求めた肉体疲労低減運転姿勢およびシート属性を，実車相当の場の拘束条件下に適用
し，試作シートで実験的に検証している．これにより，実車適用可能なシート座り心地向上に関する設計知
識を構築している． 
第 7 章では，第 2 章で構築した座り心地知識体系に，第 3 章から第 6 章で得た座り心地に関する人体
メカニズムの設計知識を組み込み，心理要素と物理要素の関係を明示した座り心地知識体系を再構築し
ている．さらに，設計者が知識体系を容易に活用できる座り心地知識ベースとして構築し，その有用性を
検証している． 
第 8章では，各章で得られた本研究の成果を総括し，さらに今後の展望について述べている． 
以上要するに，本論文は多空間デザインモデルに基づく座り心地知識体系を構築し，シート設計にお
ける知識活用を支援するものであり，設計学分野において，工学上，工業上寄与するところが少なくない．
よって，本論文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格があるものと認める． 
 
 
学識確認結果 
 
学位請求論文を中心にして関連学術について上記審査会委員および総合デザイ
ン工学特別研究第 2(マルティディシプリナリ・デザイン科学専修)科目担当者
で試問を行い，当該学術に関し広く深い学識を有することを確認した． 
また，語学(英語)についても十分な学力を有することを確認した． 
 
